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共創で進める事業

レゾナックが積み上げてきた技術と共創

化学の力で
社会を変える
─  実現したい未来へ  

向けた歩み─

2023年に第二の創業を遂げたレゾナック。旧昭和電工と旧日立化成が培ってきた技術と統合のシナジーをもって、
川中から川下まで幅広い素材・先端材料テクノロジーを持つ機能性化学メーカーとして、実現したい未来である「地球との共生」「人々の幸せと豊かさ」への貢献を進めていきます。

「不撓不屈」と人々への思い
旧昭和電工の創業者　森矗昶（1884～1941）の座右の銘は「不撓
不屈」。「人々を飢えから救いたい」「人々の生活を豊かにしたい」と
いう思いの下、水力発電など電気の原料化と国産技術の育成に取り
組み、日本の国際的競争力の向上に貢献しました。当社パーパスに
ある私たちの「化学の力」はここが起点となっています。

すり合わせの力と共創
旧日立化成では、幅広い素材での材料・プロセス・評価など、顧客ニーズに応じた
カスタマイズができる技術力に強みをもっていました。この技術力と「すり合わせ」
の力を発揮し、1994年にパッケージングソリューションセンター（PSセ）を発足。
30年間共創の先駆者として先端半導体パッケージ向け材料開発促進と開発連携、
顧客との共創プロジェクトを進めてきました。

レゾナックの「共創のカタ」
両社の想い・取り組みを引継ぎ、現在、レゾナックでは、次世代半導体パッ
ケージ分野において、材料・装置メーカーなどが参画するコンソーシアムを
日本・アメリカで主導しています。また、PSセに引き続き、2021年にはパワー
デバイス向け材料開発促進と外部共創のためのパワーモジュールインテグ
レーションセンター（PMiC）を発足。共創の取り組みが加速しています。

沿革の詳細は
こちらから

パーパス

化学の力で
社会を変える

レゾナックは 
「共創型化学会社」として、 
共創を通じて持続的な成長と 
企業価値の向上を目指します。
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油性ワニス研究開始 
（日立製作所）
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日立化工

2013
日立化成に社名変更

FIAMM Energy Technology S.p.A.
PCT, LLC, aa Caladrius Company
ISOLITE GmbH
apceth Biopharma GmbH

日立化成が日立粉末
冶金、新神戸電機、日
立化成ポリマーなどを
はじめとしたグループ
会社を吸収合併
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1921
フェノール樹脂研究開始 
（日立製作所）

1962
日立化成工業設立

1933
カーボンブラシ研究開始 
（日立製作所）

積層板の製造開始

カーボンブラシ製造開始

プリント配線板用 
銅張積層板の製造開始 リチウムイオン電池用負極材の量産開始

パッケージング 
ソリューションセンター

（PSセ）設立

JOINT設立

JOINT2設立 US-JOINT設立

パワーモジュール 
インテグレーション 

センター（PMiC）発足

1939
昭和電工設立

国産法による 
硫安製造

合成樹脂エマルジョンを国産化

不飽和ポリエステル樹脂を国産化

アルミニウムシリンダーの 
製造販売開始

使用済みプラスチックの
アンモニア原料化事業を開始

パワー半導体用 
冷却器の生産開始

高純度アルミニウム精製法 
「コージュナル法」開発

世界初の垂直磁気記録方式
ハードディスクの量産開始

国産アルミニウムを 
工業化

硫安肥料 
生産再開

2010

SGL

STI用CMPスラリー 
製造開始

1969
昭和高分子

ディスプレイ用 
回路接続フィルム 

製造開始

アルカリ現像形 
感光性フィルム

販売開始

ビニルエステル
樹脂を国産化

大分石油化学 
コンビナート 
営業運転開始

耐リフロー性エポキシ 
樹脂封止材の販売開始

1988
ハードディスク
事業へ進出
昭和電工
カーボン設立

https://www.resonac.com/jp/corporate/history.html



